
平成28年２月18日に富士砂防事務所、静岡河川事務所、一般社団法人富士建設業協会が主催となり、建設業で
働く女性技術者や女子学生など16名を招いて「女性が働きやすい職場環境、建設現場環境とは」・「これからの女性
技術者の採用について」の２つをテーマとして座談会を開催しました。座談会では活発な意見が交わされ、建設現
場での目に付きやすい問題として、トイレや更衣室等の衛生問題も取り上げられました。女性にとって働きやすい
職場を目指すことは、建設業界での担い手不足解消の有効な手段であるとの意見も出されました。
私は今回この座談会全体を通しての総合司会という
立場で参加させて頂きました。司会進行はこれまで経
験がなく緊張の連続でしたが、大変勉強になりました。
富士砂防事務所の事務系職員である私は建設現場で
働く人と触れる機会が普段あまりないので、このよう
な場でみなさんのご意見を直接聞くことができ大変貴
重な経験をさせて頂きました。
（座談会司会者・富士砂防事務所総務課　伊藤）

富士砂防事務所では、学校や地域団体向けに出前講師を派遣しております。
「富士山のお話」・「火山のお話」・「防災のお話」をご希望の団体（５名以上）がおられましたら下記連絡先へご連
絡ください。皆様のご希望の場所にてお話を致します。
（ホームページでも紹介しております。http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/index.html）
また富士砂防事務所へお越し頂き、模型などで説明した後、大
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扇
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地
ち

などをご案内することも実施しております。
お気軽にどうぞ!!　下記は実施事例です。

「ふじあざみ」に掲載してい
る内容・データ等は、現時点
までに得ている調査結果を基
本にしています。
今後の調査等の進展により、
内容の一部または全部に変
更が生じる場合もあります。

●ご意見・ご感想・ご質問など、お気軽にお寄せください。
国土交通省中部地方整備局　富士砂防事務所

〒418-0004　静岡県富士宮市三園平1100　TEL 0544-27-5221　担当／調査課
URL  http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/　E-mail  cbr-fujisabo＠mlit.go.jp
■富士宮砂防出張所 〒418-0103 静岡県富士宮市上井出1321-9 TEL 0544‐54‐0236
■由比出張所 〒421-3211 静岡県静岡市清水区蒲原新田２丁目16-8 TEL 054‐389‐1202

★現場見学などについては、富士砂防事務所HPの「富士砂防現場見学と出前講座」の欄をご覧ください。

FUJI SABO news

土砂災害に備える土砂災害に備える
～防災啓発活動・熊本地震支援活動～～防災啓発活動・熊本地震支援活動～

富士砂防事務所は、６月に土砂災害に対する防災啓発活動として、「子供の国防災寺
子屋」や、静岡市の青葉通りで開催された「砂防フェスティバル」に参加し、土砂災
害の恐ろしさと防災への理解を深める活動を実施しました。
また、急傾斜地の点検や、地すべり防止施設がしっかりと施設効果を発揮しているか
などの点検を実施しました。
その他、熊本地震被災地において支援活動を行いました。（TEC-FORCE派遣）

６月は土砂災害防止月間です。

イベント報告 ～ 座談会司会者コメント ～

もっと女性が活躍できる建設業を目指して

《  講師レンタルします（無料）  》

（現場の環境改善にむけた女性技術者による座談会）

富士砂防事務所
国土交通省中部地方整備局
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～ TEC－FORCE（緊急災害対 策派遣隊）による支援活動の概要 ～

～ 土砂災害防止 月間イベント ～ 《防災啓発活動》《砂防・地すべり合同点検》
６月４日　「富士山こどもの国」主催の「こどもの国防災寺子屋」に参加しました。当日は、こども９名・大人９名に、富
士山の歴史・土石流のメカニズム・富士山溶岩流3Dマップ体験などによる勉強会と、大
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沢
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の現地見学をおこないま
した。「美しい富士の景観」と「そこに潜む災害への心構え」を講義しました。子供達は巨大な床
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と、くっきり見える
富士山に大はしゃぎでした。最後に大

おお

沢
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じょう
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において、参加者に修了証の交付を行い大盛況に終わることが出来ました。

６月18日　静岡市内にて、「みんなで防ごう土砂災害」～砂防フェスティバル2016～を気象
庁、静岡県、静岡市と共同で開催し、模型やパネル、DVD映像で土砂災害や砂防事業につい
て紹介しました。富士山溶岩流3Dマップ体験は、上空から溶岩流を見られるもので、子供
達は街なかを流れる溶岩を「あそこ危ない」、「ここ大変」と大声を上げながら学んでいました。

６月15日に静岡市清
し

水
みず

区
く

由
ゆ

比
い

にて、国・静岡県・静岡
市による地すべり防止施設の合同点検を実施しました。

６月20日・23日に富士市及び富士宮市にて、国・静岡県・
富士市・富士宮市による急傾斜地の合同点検を実施しました。

緊急災害対策派遣隊（英称：Technical Emergency Control 
Force）は、地震・水害・土砂災害等の大規模自然災害に対
応するため、被災地方公共団体（自治体）等が行う被災状況
の迅速な把握、被害の発生及び拡大の防止、被災地の早期復
旧その他災害応急対策に対する技術的な支援を円滑かつ迅速
に実施するために国土交通省に設置されたものです。

４月23日～29日派遣（島﨑班長・荒木・望月・渡辺・奥村）
熊本地震被災地において、土砂災害危険箇所の緊急調査

を実施し・点検結果を熊本市及び大
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へ報告しました。
５月２日～６日派遣（鈴木砂防アドバイザー班長）

余震後や降雨後に、南
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付近等の現地調査を実施し、避難の必要性や安全
に復旧作業できるように、斜面の状態等について、南
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阿
あ

蘇
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村
そん

長
ちょう

へ助言を行いました。
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